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ご あ い さ つ
京都府では、平成 20 年７月から、ふるさと納税制度を活用した「文化財を守り

伝える京都府基金」を設置しています。この基金は、寄附金の全額を京都府内の歴
史的建造物の保存・修理や防災対策などの「文化財保護」に限定し活用するという、
全国唯一の特色あるものであり、令和４年１月までに全国から寄せられた御寄附は、
3,357 件、２億 2,970 万円余りに上っています。改めまして皆様方からの御厚志に
心より感謝申し上げます。
　また、平成 21年度から令和２年度までの 12年間において、本基金から文化財保
護のために、235 件、総額１億 9,547 万円余りを支出しており、文化財を所有する
方々から感謝のお言葉をいただいているところです。
　新型コロナウイルス感染症については、依然として感染拡大傾向が続いており、
社会機能の維持にも影響を及ぼしかねない状況の中、文化財を守り続けていただ
いている所有者の皆様に対し、心から敬意を表
します。
　京都府といたしましては、貴重な文化財を守
り、次世代に引き継いでいくために、多くの皆
様に本基金にご協力いただけるよう、さらに努
力してまいりたいと考えております。
　さて、いよいよ令和４年度中には、明治以来
初めての中央省庁移転となる文化庁京都移転が
実現します。引き続き、オール京都体制で機運
醸成を図ってまいりますとともに、文化庁との
連携を一層強め、文化財の保存・継承や、京都か
ら国内外へ文化の魅力発信に取り組んでまいり
ますので、今後とも京都を愛する皆様方の一層
のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 令和４年２月

京都府知事　西脇　隆俊

『文化財通信』表紙の「常磐色」と「若菜色」
　この『文化財通信』表紙の題字には「常磐色」（濃い緑）を使用しています。『源氏物語』で、光源氏は、六条御息
所を野宮に訪ね、彼女に対する変わらぬ恋心を、永久不変の樹木の緑に例えて、「常磐色」と言っています（賢木巻）。
また、表紙の背景は「若菜色」（淡いうぐいす色）を用いました。同じく『源氏物語』で、光源氏の 40 歳の祝いの席で、
養女の玉鬘が若菜を差し出した（若菜巻）ことにちなんで、このようなうぐいす色を用いました。永遠の「常磐」と
寿ぐ「若菜」に文化財の保護と継承の願いを託したものです。
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「文化財を守り伝える京都府基金」の概要

京都府内には、歴史的建造物など数多くの貴重な文化財があり､ これらを地震 ･火災等か
ら守り､ 保存・修理することで､ 未来に良好な状態で伝えていく必要があります。
　このため、京都府では、ふるさと納税制度を活用して、文化財保護に使途を限定した「文
化財を守り伝える京都府基金」を設置し、全国の方々に寄附をお願いしています。
　御寄附は京都府出身者に限らず､ どなたでも行っていただけます。多くの皆様の温かい御
支援をお待ちしています。

● 文化財を守り伝える京都府基金等事業費補助金選定委員会
　　委員長　土岐 憲三（立命館大学特別研究フェロー）
　　委　員　永井 規男（関西大学名誉教授､ 元京都府文化財保護審議会長）
　　委　員　朧谷 　寿（同志社女子大学名誉教授）
　　委　員　京都府文化スポーツ部文化政策室長

趣　旨

寄附の使い道

いただいた御寄附は、文化財の保護を目的に下記の事業に
使います。お申込みの際に使途をこの中から御指定いただく
こともできます。
　○京都府内の歴史的建造物などの有形文化財の保存、
　　修理のための事業
　○地震、火災等から有形文化財を守るための事業
　○文化財保護のこころを育む事業　など
　いただいた寄附金で、どの事業に補助を行うのかは、寄附者
の御意向や文化財の専門家の意見を踏まえて選定いたします。
　選定した事業の内容や取組結果については、ホームページ
や「文化財通信」誌面で御報告させていただきます。

現地調査で文化財の状態を確認します。

専門家による会議で補助事業の
選定を行います。




